











THE TOWN WHICH HAS TWO GROUNDS





　 “Remains” are important factor to add regional to the cities and aﬀect the growth of cities. 
The site of my design is compound close to Futakotamagawa Station where redevelopment is in 
progress. Here also are remains with a total length of 900 meters. I propose ideal way of the site 
between the redevelopment area and Tama river with this clue which has history of the city.



















































































































1. 敷地を特徴付ける 2 つの堤防の活用
2. 敷地全体に散漫に建つ建築ボリュームの集約
3. 古くから残る既存道路の骨格を利用
4. 敷地を貫くように挿入する緑道の計画
　今回の計画が、二子玉川駅前再開発のように経済効
率を求めて高容積化する方法とは別の開発の在り方と
して、また、土地の持つポテンシャルをすくい取りな
がら計画を行う一つのモデルとして、二子玉川の地に
根付いていく事を期待する。
< 断面構成 >
　堤防際に集約した建築ボリュームは、二つのレベル
にまたがるように建て、採光や外部空間を確保するた
めに一層毎に段々状にずらしていく。地面に対して垂
直に大きな壁面を一枚建てるのではなく、一つ一つの
空間が積み重なっていくような構成とする事で、空へ
の自然な視線の抜けも生まれる。
< 謝辞 >
　修士設計の製作にあたり、お忙しい中ご指導いただ
いた渡辺真理教授、下吹越武人教授、陣内秀信教授、
飯田善彦先生には心より感謝の意を申し上げます。
　また、設計の過程で模型製作に協力してくれた後輩
達や、刺激を与えてくれた M2 の仲間達が居たからこ
そ、本設計をまとめきることが出来たと感じておりま
す。本当に有り難うございました。
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　また、段々状に建つ建築は緑道と堤防の両側に対し
てテラスを持ち、住戸を街に対して開いていく。堤防
側の接地階は店舗を誘致し、居住者と来街者が二子玉
川の自然環境を感じながら日常的に利用できる場とし
て計画する。
ﬁg.6　二子玉川南地区の新たなマスタープラン
ﬁg.8　建築部分のコンセプトモデル
ﬁg.9　建物前面に緑が広がる建築
ﬁg.7　断面構成のプロセス
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